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林
材
業
労
災
防
止
協
会
福
島
県
支
部
の
業
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
は
、
他
産
業
平
均
と
比
べ
て
十
数
倍
の
頻
度
で
発
生
し
て
い

る
現
状
で
あ
り
、
ま
た
林
業
従
事
者
の
就
業
環
境
に
つ
い
て
も
他
産
業
に
比
べ
整
備
が
遅

れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

林
業
職
種
は
、
多
様
な
自
然
条
件
の
下
で
作
業
が
行
わ
れ
、
気
象
、
地
形
な
ど
木
を
取

り
巻
く
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
作
業
を
行
う
と
と
も
に
現
場
に
潜
む
危
険
を
事
前
に
察
知

す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
作
業
の
実
施
に
あ
た
り
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
機
械
類
や
刃
物

を
使
用
す
る
場
合
が
多
く
正
確
且
つ
安
全
に
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
度

な
技
能
や
専
門
知
識
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
も
本
誌
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
林
業
職
種
に
お
け
る
技

能
検
定
制
度
が
本
格
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
令
和
六
年
度
は
全
国
で
一
級
四
名
（
受
験
者

一
三
五
名
合
格
率
三
・
〇
㌫
）、
二
級
十
六
名
（
五
八
名
合
格
率
二
七
・
六
㌫
）、
三
級
五

七
名
（
八
五
名
合
格
率
六
七
・
一
㌫
）
の
「
林
業
技
能
士
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
令
和
七

年
度
（
受
験
申
請
は
七
月
十
日
で
終
了
し
て
い
ま
す
）
は
一
級
二
九
二
名
、
二
級
二
七
七

名
、
三
級
一
四
七
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
全
国
九
道
県
で
実
技
試
験
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
級
及
び
二
級
の
受
験
に
関
し
て
は
学
科
、
実
技
試
験
と
も
予
備
知

識
が
無
い
ま
ま
で
の
合
格
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
県
支
部
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
林
業
従
事
者
の
受
験
に
対
す
る
不
安
解
消
と
総
合
的
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
的
と
し
た
講
習
会
等
を
開
催
（
学
科
講
習
会
は
九
月
十
九
日
、
実
技
講
習
は
十
月
中

に
各
事
業
体
と
個
別
対
応
）
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
該
制
度
が
林
業
従
事

者
の
社
会
的
な
評
価
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
結
び
つ
く
と
と
も
に
、
林
業
労
働
災
害
の
六

〇
㌫
を
占
め
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
関
連
事
故
の
減
少
に
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
、

受
験
希
望
者
・
関
係
事
業
体
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
林
野
庁
に
お
い
て
は
検
定
制
度
の
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
図
る
観

点
か
ら
「
一
級
、
二
級
技
能
士
」
を
配
置
す
る
事
業
体
に
つ
い
て
、「
国
有
林
の
森
林
整

備
の
発
注
（
総
合
評
価
落
札
方
式
）
に
お
い
て
加
点
す
る
」
こ
と
や
、「
令
和
八
年
度
か

ら
補
助
事
業
（
造
林
補
助
事
業
等
を
想
定
）
に
お
け
る
上
乗
せ
の
措
置
を
検
討
」
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
作
業
員
の
地
位
向
上
と
差
別
化
を
図
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

「
技
能
士
」
取
得
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
注
１
：�

林
業
の
技
能
実
習
生
（
外
国
人
）
を
受
け
入
れ
る
場
合
の
技
能
実
習
指
導
員
は
、
令
和
九

年
度
か
ら
林
業
技
能
士
の
有
資
格
者
で
あ
る
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　
注
２
：�

詳
し
く
は
、
一
般
社
団
法
人
林
業
技
能
向
上
セ
ン
タ
ー
（https://ringyou-gino.

org/

）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

林業技能検定制度がスタートしました

林業・木材製造業労働災害防止協会　　
福島県支部長　平　子　作　麿
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福
島
県
林
業
会
議

第
二
回
ふ
く
し
ま
皆
伐
再
造
林
セ
ミ
ナ
ー

第
二
回
ふ
く
し
ま
皆
伐
再
造
林
セ
ミ
ナ
ー

～
下
刈
り
作
業
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
め
ざ
し
て
～
を
開
催

～
下
刈
り
作
業
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
め
ざ
し
て
～
を
開
催

１　

は
じ
め
に

　

福
島
県
林
業
会
議
は
、「
持
続
可
能
な

森
林
経
営
を
実
現
す
る
た
め
に
は
儲
か
る

林
業
が
成
り
立
つ
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
関
係
者
が
協

力
し
て
皆
伐
再
造
林
の
省
力
化
・
低
コ
ス

ト
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
」
と
の
考

え
か
ら
、
令
和
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て

実
証
事
業
を
行
い
、
こ
の
実
践
を
踏
ま
え

て
令
和
六
年
九
月
に
皆
伐
再
造
林
全
般
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。（
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
は
「
林
業
福
島

七
二
二
、
七
二
三
号
」
参
照
）

　

第
二
回
と

な
る
今
回

は
、
作
業
が

厳
し
く
最
も

敬
遠
さ
れ
が

ち
な
下
刈
り

に
焦
点
を
絞

り
、
そ
の
省

力
化
・
低
コ

ス
ト
化
の
た

め
の
「
薬
剤

の
ド
ロ
ー
ン
散
布
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

こ
の
内
容
は
、
群
馬
県
庁
様
が
造
林
補

助
の
対
象
と
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
四

者
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
す
。

２　

共
同
研
究
者
に
よ
る
発
表
内
容

⑴　

薬
剤
説
明

　

製
品
名
：
デ
ゾ
レ
ー
ト
Ａ
Ｚ
粒
剤

　

塩
の
電
気
分
解
で
作
る
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
が
有
効
成
分
。

　

根
か
ら
吸
収
さ
れ
、
植
物
内
で
ブ
ド
ウ

糖
な
ど
に
よ
っ
て
還
元
さ
れ
、
活
性
化
し

た
酸
素
が
発
生
し
、
酸
化
作
用
に
よ
り
植

物
全
体
を
枯
ら
す
。
抵
抗
性
を
持
た
れ
に

く
い
除
草
剤
。

　

タ
ケ
、サ
サ
に
す
ぐ
れ
た
効
果
が
あ
り
、

宅
地
、
駐
車
場
等
の
ほ
か
水
稲
刈
取
後
に

も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

年
間
九
〇
〇
㌧
製
造
し
て
お
り
、
福
島

県
内
出
荷
量
は
八
七
㌧
。

　

無
機
の
除
草
剤
で
あ
り
、
分
解
後
は
塩

に
な
る
た
め
、
環
境
負
荷
が
小
さ
い
。

　

経
口
急
性
毒
性
が
小
さ
く
、
食
塩
と
同

等
程
度
の
安
全
性
を
持
つ
。

　

大
き
め
の
粒
剤
で
あ
る
こ
と
か
ら
ド
リ

フ
ト
の
リ
ス
ク
が
少
な
い
。
さ
ら
に
、
ド

ロ
ー
ン
散
布
に
お
い
て
ド
リ
フ
ト
防
止
や

均
一
散
布
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

⑵　

試
験
内
容
と
考
察
結
果

　

令
和
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
群
馬
県

内
十
一
箇
所
で
試
験
。
各
試
験
地
に
六
月

散
布
区
、
七
月
散
布
区
、
刈
払
区
、
対
象

区
を
設
置
。

　

使
用
し
た
ド
ロ
ー
ン
は
、
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｓ 

Ｔ
25
、
価
格
は
三
〇
〇
万
円
程
度
、
自
動

飛
行
ル
ー
ト
設
定
可
能
で
操
縦
者
の
技
術

に
頼
ら
ず
安
全
に
散
布
で
き
る
。

　

草
本
類
や
キ
イ
チ
ゴ
類
に
は
薬
効
が
高

く
、
灌
木
（
落
葉
広
葉
樹
）
に
は
効
果
が

低
い
。
適
切
な
環
境
条
件
・
時
期
に
散
布

す
る
こ
と
で
下
草
の
抑
制
効
果
が
出
る
。

下
草
の
高
さ

が
膝
丈
程
度

で
散
布
す
る

の
が
効
果

的
。

　

主
林
木

は
、
葉
の
変

色
や
樹
高
成

長
の
阻
害
な

ど
の
悪
影
響

は
出
て
い
な

い
。

　

環
境
影
響

に
つ
い
て

は
、
沢
水
三
試
験
地
、
土
壌
二
試
験
地
、

い
づ
れ
も
薬
剤
の
流
出
は
不
検
出
。

　

省
力
化
に
つ
い
て
は
作
業
時
間
九
割

減
、
労
働
強
度
も
減
、
コ
ス
ト
に
つ
い
て

も
事
業
量
確
保
に
よ
り
低
減
可
能
。

⑶　

協
議
会
の
設
立
運
用
構
想

　

薬
剤
が
不
適
正
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
使
用
時
期
・
使
用
方
法
な
ど
の
基
準

を
遵
守
し
て
適
正
に
使
用
さ
れ
れ
ば
、
薬

剤
の
効
果
が
最
大
限
に
発
現
さ
れ
、
人
そ

の
他
の
動
植
物
へ
の
影
響
も
問
題
な
く
、

下
刈
り
作
業
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
・

軽
労
化
が
実
現
可
能
。

　

そ
の
た
め
、
薬
剤
販
売
メ
ー
カ
ー
や
ド

ロ
ー
ン
企
業
に
よ
り
協
議
会
を
設
け
、
専

門
家
に
よ
る
協
議
会
活
動
に
よ
っ
て
薬
剤

の
使
用
者
へ
の
指
導
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と

で
不
適
正
使
用
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
考
え
。

　

さ
ら
に
は
、
地
域
住
民
は
じ
め
一
般
の

方
々
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
分
か
り
や
す

く
対
応
し
ク
レ
ー
ム
発
生
リ
ス
ク
を
防
止

し
て
い
く
考
え
。

３　

次
号
へ
の
お
誘
い

　

令
和
七
年
八
月
二
六
日
に
開
催
し
た
第

二
回
セ
ミ
ナ
ー
の
発
表
内
容
の
概
要
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
現
地
が
森
林
で
あ
る
が

故
の
き
め
細
や
か
な
工
夫
が
随
所
に
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
き
れ
て
い
ま
せ

ん
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
益
社
団

法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
の

Ｈ
Ｐ
に
発
表
資
料
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す

の
で
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
号
で
は
、
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
で
取
り

上
げ
た
皆
伐
再
造
林
全
般
と
関
連
付
け
な

が
ら
発
表
後
の
質
疑
応
答
も
踏
ま
え
て
、

幅
広
に
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
文
責
：
飯
沼
隆
宏
）

ホクサン㈱　山本淳生氏。
「地拵え・下刈り作業の省
力化・軽労化の実現に向け
て」と題し、発表を行った。

㈱カーリット　相馬優輝
氏。「林地でのデゾレート
AZ粒剤のドローン散布に
ついて」と題し、発表を
行った。

群馬県林業試験場様ほかによる共同研究の発表者
ホクサン㈱　山本淳生氏（左）、㈱カーリット　相馬優輝氏（右）

当日は約80名の参加者があった。
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人
々
の
生
活
圏
と
野
生
動
物
の
生
息
域
の
間
の
安
全
確
保

　
～
里
山
林
整
備
事
業
の
活
用
に
つ
い
て
～

福
島
県
森
林
保
全
課

県
政
コ
ー
ナ
ー

○
は
じ
め
に

　

人
里
へ
の
野
生
動
物
の
出
現
と
、
そ
れ

に
伴
う
被
害
の
発
生
は
、
人
々
の
生
活
圏

と
野
生
動
物
の
間
の
境
界
が
明
確
で
な
く

な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

県
で
は
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
福
島
県

森
林
環
境
税
を
活
用
し
、
人
と
野
生
動
物

と
の
共
生
、
生
活
圏
の
安
全
確
保
の
た
め

森
林
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
森
林
づ

く
り
へ
の
意
識
の
醸
成
や
森
林
と
人
と
の

絆
の
回
復
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
里

山
林
整
備
事
業
」
に
よ
り
地
域
住
民
等
が

行
う
身
近
な
里
山
林
の
整
備
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

○
里
山
林
整
備
事
業
で
出
来
る
こ
と

　
「
里
山
林
整
備
事
業
」
は
、
任
意
の
団

体
等
（
五
名
以
上
で
構
成
さ
れ
る
町
内

会
、
組
合
、
会
社
、
林
業
事
業
体
な
ど
）

が
行
う
、
以
下
の
取
組
に
つ
い
て
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。

⑴　

人
々
の
生
活
圏
と
野
生
動
物
の
生
息

地
と
の
間
の
緩
衝
帯
の
整
備

⑵　

手
入
れ
が
さ
れ
ず
荒
廃
し
た
里
山
林

内
の
環
境
整
備

⑶　

里
山
林
内
の
危
険
な
枯
損
木
等
の
整

理
⑷　

立
木
へ
の
剥
皮
被
害
対
策
の
実
施

⑸　

安
全
な
森
林
整
備
を
行
う
に
当
た
り

必
要
な
講
習
の
受
講

⑹　

里
山
林
の
維
持
管
理
方
法
や
野
生
動

物
の
獣
害
対
策
方
法
を
学
ぶ
な
ど
の
森

林
づ
く
り
の
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
の

取
組

　

な
お
、
補
助
率
は
定
額
で
、
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
の
上
限
額
は
四
〇
万
円
と
し
、

一
事
業
主
体
が
行
う
面
積
の
上
限
は
二
㌶

ま
で
で
、
次
の
よ
う
な
経
費
が
支
援
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　
　

①
里
山
林
整
備
に
必
要
な
道
具

（
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
刈
払
い
機
、
ノ

コ
ギ
リ
、
安
全
用
具
）、
燃
料
等

の
購
入
費

　
　

②
野
生
動
物
に
よ
る
立
木
の
皮
は
ぎ

防
止
用
資
材
の
購
入
費

　
　

③
伐
採
木
搬
出
・
運
搬
の
た
め
の
車

両
借
り
上
げ
料

　
　

④
チ
ェ
ン
ソ
ー
・
刈
払
い
機
の
安
全

講
習
会
受
講
費
用
の
助
成

　
　

⑤
第
三
者
に
作
業
を
委
託
す
る
場
合

の
委
託
料

　

本
事
業
の
令
和
五
年
度
実
績
は
、
十
四

市
町
で
六
〇
件
一
〇
八
㌶
、
令
和
六
年
度

は
十
一
市
町
で
四
五
件
八
二
㌶
で
緩
衝
帯

整
備
、
景
観
整
備
な
ど
里
山
林
の
手
入
れ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
主
な
対
象
獣

は
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

○
鳥
獣
被
害
と
の
関
わ
り

　

福
島
県
環
境
保
全
農
業
課
に
よ
る
と
、

本
県
に
お
け
る
令
和
五
年
度
の
野
生
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
金
額
は
一
億
三
、

九
五
七
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と

比
較
し
金
額
で
約
二
、
〇
七
五
万
円
、
率

に
し
て
一
七
㌫
増
加
し
て
い
ま
す
。
加
害

獣
と
し
て
は
イ
ノ
シ
シ
が
全
体
の
四
〇
㌫

を
占
め
、
次
い
で
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
カ
ラ
ス

の
順
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
の
動

向
は
イ
ノ
シ
シ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
被
害

は
増
加
し
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
農
作
物
の
被
害
の
み

な
ら
ず
、
県
内
各
地
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

目
撃
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
人
身
被
害

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
防
止
対
策
は
、
生
息
環
境
管
理
、
被

害
防
除
、
有
害
捕
獲
が
対
策
の
三
本
柱
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
直
接
的
な
有
害
鳥
獣

対
策
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、「
里
山
林
整

備
事
業
」
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
補
完
す

る
位
置
付
け
に
あ
り
ま
す
。

○
事
業
の
活
用
例

　

令
和
六
年
度
に
本
事
業
を
用
い
て
緩
衝

帯
整
備
を
行
っ
た
、
福
島
市
大お

お

波な
み

奈な

良ら

婦ぶ

集
落
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
な

お
、
同
集
落
は
、「
鳥
獣
被
害
防
止
の
総

合
的
な
対
策
を
行
う
モ
デ
ル
集
落
」
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
集
落
の
概
要
）

　
　

福
島
市
大
波
奈
良
婦
地
区

　
　

農
家
数　

五
戸

　
（
農
用
地
面
積
及
び
主
要
作
物
）

　
　

一
・
四
㌶
、
水
稲

　
（
主
な
被
害
）

　
　

水
稲　

〇
・
六
㌶　

六
三
七
千
円

　
（
主
な
加
害
獣
と
対
策
状
況
）

　
　

イ
ノ
シ
シ
：
電
気
柵
の
設
置
、
猟
友

会
に
よ
る
捕
獲
、
忌
避
剤
等
（
令
和
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三
年
度
～
令
和
五
年
度
）

　
（
里
山
林
整
備
事
業
導
入
の
経
緯
）

　
　

①
関
係
機
関
・
福
島
大
学
を
交
え
た

勉
強
会
（
令
和
三
年
度
～
令
和
五

年
度
）

　
　

②
ほ
場
周
辺
の
イ
ノ
シ
シ
が
生
活
し

や
す
い
環
境
改
善
（
遊
休
農
地
、

里
山
林
の
整
備
）
が
急
務

　
　

③
里
山
林
整
備
事
業
に
よ
る
緩
衝
帯

設
置　

〇
・
四
㌶　

作
業
は
福
島

県
北
森
林
組
合
に
委
託

　
（
緩
衝
帯
の
効
果
検
証
）

　
　

福
島
大
学
に
よ
る
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

を
用
い
た
効
果
検
証
（
予
定
）

○
む
す
び

　

か
つ
て
里
山
林
は
、
薪
炭
供
給
の
場
、

山
菜
・
き
の
こ
採
取
の
場
、
住
民
活
動
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
住
民
の
生
活
と
共
存

す
る
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。
里
山

林
が
利
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
で
、
手
入

れ
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
、
森
林
と
人
と
の

絆
が
失
わ
れ
か
け
て
き
て
い
ま
す
。

　

里
山
林
整
備
事
業
に
よ
り
、
地
域
住
民

が
里
山
林
へ
の
関
心
を
持
ち
、
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　

里
山
林
整
備
事
業
の
実
施
に
関
心
の
あ

る
方
々
は
、
各
農
林
事
務
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○○ むむすすびび

かつて里山林は、薪炭供給の場、山菜・きのこ採取の場、住民活動の憩いの場として、

住民の生活と共存する密接な関係がありました。里山林が利用されなくなることで、手入

れされずに放置され、森林と人との絆が失われかけてきています。

里山林整備事業により、地域住民が里山林への関心を持ち、対策に取り組むことの大切

さを認識していただければ幸甚です。

里山林整備事業の実施に関心のある方々は、各農林事務所にご相談ください。

（約１７５０字）

地域の皆さんが⾏う⾝近な⾥⼭林（森林）の
整備活動を応援します！！

地域の皆さんが自発的に行う身近な里山林（森林）の整備に
必要な道具の購入や、安全に作業を行うための講習会受講費用
などを助成する、福島県森林環境税を活用した事業です。

⾥⼭林整備事業ってなあに？

どんな取り組みが⽀援されるの？
次の取り組みが主な助成の対象となります。
①人々の生活圏と野生動物の生息地との間の緩衝帯整備（除伐、
森林における刈払い等）

②手入れがされず荒廃した里山林内の景観整備（除間伐等）
③里山林内の危険な枯損木等の整理（伐倒、搬出等）
④野生動物による立木の皮はぎ防止対策（テープ巻き等）
⑤安全な森林整備を行うために必要な講習の受講
⑥森林づくりの意識を醸成する取組（獣害対策を学ぶ等）など

○刈払い等により、
緩衝帯として整備された里山林です。

○電気柵等と組み合わせることで、 左：施工後 右：施工前
より一層、獣害対策効果が期待できる。（福島市大波奈良婦地区）R6年施工

次が主な経費の助成対象となります。
①里山林整備に必要な道具の購入費（チェンソー、刈払機、ノコギリ、

安全用具（ヘルメット等）)や燃料費
②野生動物による立木の皮はぎ防止用資材の購入費
③伐採木搬出・運搬のための車両借り上げ料
④チェンソー・刈払機の安全講習会受講費用の助成
⑤第三者に作業を委託する場合の委託料 など

どんな経費が⽀援されるの？

活動を行う里山林１ha当たり最大４０万円補助します。
また、一つの団体につき最大２haまでの活動を補助します。

どのくらい補助されるの？

任意の団体（町内会など）、組合、会社、林業事業体など、地元
の住民の方々で要件を満たす団体に補助します。

どんなところに補助されるの？

どこに問い合わせをすればいいの？

詳しい内容については、最寄りの県農林事務所森林林業部など
にお問い合わせください。

〇県農林事務所森林林業部、富岡林業指導所
県 北：024-521-2632 県 中：024-935-1367
県 南：0247-33-2123 会 津：0241-24-5735
南会津：0241-62-5373 相 双：0244-26-4305
富 岡：0240-23-6084 いわき：0246-24-6194

〇県庁森林保全課 024-521-7441

大波奈良婦集落　施工後（撮影：令和６年12月９日）大波奈良婦集落　施工前（撮影：令和６年11月26日）
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令
和
八
年
度

令
和
八
年
度

福
島
県
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
聴
取
会

福
島
県
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
聴
取
会

福
島
県
林
業
会
議

　

福
島
県
林
業
会
議
は
、
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
の
発
揮
と
林
業
の
持
続
的
か

つ
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
し
、
林
業
関
係
十
団
体
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

　

九
月
八
日
、
令
和
八
年
度
福
島
県
予
算

編
成
に
対
す
る
県
議
会
各
会
派
に
よ
る
要

望
聴
取
会
が
開
催
さ
れ
、
当
会
議
で
は
森

林
・
林
業
の
再
生
な
く
し
て
福
島
県
の
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
な
い
と
の
強

い
思
い
か
ら
、
更
に
復
興
の
加
速
化
を
図

り
、
森
林
を
将
来
の
世
代
に
健
全
な
姿
で

引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
表
に
掲
げ
る

「
第
三
期
復
興
・
創
生
期
間
に
お
け
る
森

林
・
林
業
の
再
生
へ

の
取
組
」、「
林
業
担

い
手
及
び
林
業
事
業

体
の
確
保
・
育
成
」

な
ど
九
項
目
に
つ
い

て
施
策
の
財
源
確
保

と
積
極
的
な
展
開
を

要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

県
議
会
各
会
派
か

ら
は
「
要
望
項
目
は

い
ず
れ
も
重
要
な
施

策
と
捉
え
て
お
り
要

望
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
努
力
し
た
い
。」

と
の
力
強
い
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

福島県議会県民連合議員会

公明党福島県議会議員団

自由民主党福島県議会議員会

１　第３期復興・創生期間における森林・林業の再生への取組
　・ふくしま森林再生事業予算の確保及び広葉樹林再生事業予算の確保
　・放射性物質の動態調査の継続と一元的な管理
　・木材の安全対策と利用促進
　・帰還困難区域等の森林管理の具体的取組� など
２　林業担い手及び林業事業体の確保・育成等
　・�「林業アカデミーふくしま」などを通した林業人材育成・定着のための継続

的支援
　・新規就業者の定着率向上のための施策推進
　・林業担い手の技術力向上に向けた試験研究の取組と普及指導の積極的な実施
　・�改正森林経営管理法施行に伴い主体となる市町村等への助言と推進� など
３　森林資源の循環利用促進
　・計画的な皆伐再造林の促進
　・木材の利用拡大に向けた様々取組と支援の強化
　・公共建築物の木造・木質化及び公共土木工事での県産材利用推進
　・�木造住宅建築に対する支援拡充と民間商業施設等非住宅建築物への木材利用

の支援
４　福島森林環境基金による施策展開
　・�皆伐再造林による森林資源の更新、持続可能な森林経営を可能とする施策の

拡充
　・幅広い世代が関わる森林づくり意識の醸成など多様な取組の継続拡充
５　県林業研究センターの機能拡充
　・高線量地域を含む森林の整備や利活用を図るための研究の拡充
　・皆伐再造林の推進に向けた施業の省力化、低コスト化等に関する研究への着手
　・�花粉の少ない品種、優良苗木の確保と安定に向けた研究及び採種・採穂園の

整備
６　県民参加の森林づくりの推進
　・ふくしま植樹祭の開催支援
　・�未来の森林づくりに向けた「里山・自然保育活動」の推進と「緑の少年団」

の支援
　・森林づくり指導者の養成と森林環境学習の推進
　・森林づくり推進拠点施設の充実� など
７　森林の適正な整備に向けた支援
　・森林整備事業予算の確保
　・特定母樹等の種苗の供給体制整備と苗木生産者への支援
　・森林整備における省力化・低コスト化の推進と下刈り作業負担軽減の取組強化
　・造林補助制度等の弾力的運用など地域の実情に配慮した取組� など
８　きのこ等特用林産物の生産振興
　・高騰した生産資材の購入経費助成など安全・安心なきのこ生産の取組支援
　・県オリジナル品種の新規開発、産地化推進� など
９　治山施設等の整備及び現場条件を適切に反映した森林土木事業
　・「第１次国土強靱化実施中期計画」に基づく防災インフラ整備の推進
　・山地治山対策や海岸防災林再生の推進及び維持管理予算の確保� など

【令和８年度福島県予算編成に対する要望事項】
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 治山部門�
▪施工業者　株式会社本多組（二本松市）
▪事 業 名　治山施設（県営）0601工事　上関場地区
▪施工場所　伊達郡川俣町小綱木地内
▪工事概要　流路工　Ｌ＝37.8ｍ　請負額　16,705,700円
▪寸　　評
　本工事は、荒廃した渓流の浸食防止や保安林の機能回復を図るための治山工

事です。
　現場では転石が多数発生しましたが、小割し沈床工で洗掘防止を図るなど転石処理と環境対策を合わせて
行いました。
　また、既設の治山ダム下流の垂直壁等の横工３基、受口工２基、護岸工２基の構造物では、型枠の浮き防
止対策に貯水タンクを設置して渓流水を活用したり、コンクリート打設回数を８回に抑え工期短縮を図った
りしており、出来栄えも曲線部が地形に馴染み美観に優れています。
　以上のように、現場条件を踏まえた創意工夫を行い、出来型や出来栄えが優秀であると認められ受賞とな
りました。

 治山部門�
▪施工業者　株式会社花喜（郡山市）
▪事 業 名　治山施設（県営）0601工事　水沼地区
▪施工場所　石川郡古殿町大字松川字水沼地内
▪工事概要　山腹工　Ａ＝0.03ha　ロープネット工　Ａ＝500.0㎡
　　　　　　請負額　31,604,100円
▪寸　　評

　本工事は、崩壊した森林の復旧や崩壊防止のために山腹斜面の安定を図る治山工事です。
　作業着手前に現地踏査を綿密に行い、安定した岩盤や地盤へアンカーの位置を割り付け、独自に色分けし
た検尺棒を用いたアンカー設置の表土厚及び削孔長の確認を工夫したほか、独自の削孔角度の管理定規を用
いた工夫を行うなどきめ細かな施工を行っています。
　斜面に巨石が点在する中で、的確にワイヤーの割り付けを行い、安定的に落石防止を図り、傾倒木を適切
に処理し美観にも優れています。
　以上のように、現場条件を踏まえた創意工夫を行い、工程管理や出来型が優秀であると認められ受賞とな
りました。

 林道部門�
▪施工業者　株式会社共立土建（会津若松市）
▪事 業 名　山のみち地域づくり交付金0401工事　新鶴・柳津線
▪施工場所　大沼郡会津美里町蛇喰地内
▪工事概要　道路工（新設）Ｌ＝229.0ｍ　Ｗ＝4.0（5.0）ｍ
　　　　　　請負額　115,473,600円
▪寸　　評

　本工事は、森林地域の骨格となる林道を整備する工事です。
　現地測量や土工事の施工に関しては、自動追尾トータルステーションを活用し、測量作業の軽減とナビ
ゲーション付バックホウによる切土や構造物床堀の作業を行い作業効率の向上を図りました。
　また、補強土壁の施工に当たっては、メーカー技術者から直接作業手順や補強材の張り具合等の細かな現
場指導を受けるとともに、補強土壁埋戻土内部へ水が浸透しないよう現地の地形に合わせた暗渠排水対策を
行っています。
　以上のように、工程管理や品質管理において秀逸であるとともに、工事全体の出来型や出来栄えについて
も優秀であると認められ受賞となりました。

　令和７年度福島県優良建設工事は、令和６年度に完成した工事を対象とし、農林水産部関係で
６部門８件、土木部門で11部門21件の受賞が決まりました。
　ここでは、森林林業関係の受賞工事３件について紹介します。

令和７年度　令和７年度　福島県優良建設工事表彰福島県優良建設工事表彰
福島県農林技術課
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林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
研
修
日
誌
⑤

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
研
修
日
誌
⑤

○
八
月
の
研
修
内
容

　

八
月
は
、
毎
年
恒
例
の
木
材
に
関
す
る

集
中
講
義
を
行
う
と
と
と
も
に
、
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、
進
路
が
徐
々
に
明
確

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

⃝

森
林
・
林
業
に
関
す
る
幅
広
い
「
知
識
」

の
習
得

「
木
材
流
通
概
論
」「
原
木
市
場
」「
木
材

加
工
」「
木
造
建
築
」「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
」

　

八
月
末
の
一
週
間
に
は
、
岡
山
大
学
の

中
村
昇
教
授
を
お
招
き
し
、
木
材
に
関
す

る
集
中
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
木
材
を
流
通
さ
せ
る
仕
組

み
、
木
材
の
性
質
や
構
造
、
木
造
建
築
の

種
類
や
特
徴
、
近
年
急
増
す
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
用
方
法
等
の
知
識
を
幅
広
く

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
材
流
通
の
川
上
と
な
る
土
場

か
ら
、
原
木
市
場
、
集
成
材
工
場
、
木
造

建
築
物
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ
順

に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
流
通
の
仕
組

み
や
県
内
の
状
況
等
に
関
す
る
知
識
を
よ

り
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
林
業
経
営
の
基
礎
」

　

講
義
で
は
、
県
内
各
方
部
の
林
業
事
業

体
等
を
訪
れ
、
林
業
経
営
に
関
す
る
お
話

を
伺
い
ま
す
。
六
月
に
は
中
通
り
地
方
を

訪
問
し
、
今
月
は
い
わ
き
地
方
と
会
津
地

方
を
訪
問
し
ま
し
た
。
い
わ
き
地
方
は
森

林
組
合
と
木
材
市
場
、
会
津
地
方
は
三
島

町
の
事
業
体
か
ら
お
話
を
伺
い
、
各
地
域

の
特
徴
や
林
業
全
体
の
繋
が
り
を
学
び
ま

し
た
。

⃝
森
林
施
業
「
技
術
」
の
習
得

「
安
全
の
基
礎
」

　

林
内
作
業
の
危
険
予
知
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
危
険
を
最
小
限
に
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

「
下
刈
り
」

　

夏
場
の
暑
さ
に
慣
れ
る
た
め
、
三
五
℃

を
超
え
る
暑
さ
の
中
、
ス
ス
キ
が
人
の
背

丈
ほ
ど
繁
茂
し
て
い
る
ス
ギ
植
栽
地
で
下

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
苗
木
が
全
く
見
え

ず
、
二
回
に
分
け
て
切
る
な
ど
誤
伐
し
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
た
。

「
林
内
路
網
」「
高
性
能
林
業
機
械
運
転
技
術
」

　

十
一
月
以
降
の
現
場
実
習
を
目
指
し
、

二
班
に
分
か
れ
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
及
び
プ
ロ

セ
ッ
サ
の
反
復
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
木
造
材
技
術
」

　

今
月
は
ソ
ー
チ
ェ
ン
の
目
立
て
に
つ
い

て
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
目
立
て
に

よ
る
切
れ
味
の
違
い
を
実
感
し
、
刃
で
木

材
を
切
削
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

⃝

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
等

「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

　

県
内
の
林
業
事
業
体
九
社
と
二
つ
の
森

林
組
合
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
七
月
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
就

業
に
向
け
た
具
体
的
な
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

○
研
修
生
の
感
想

　
佐
藤
　
颯
（
さ
と
う
　
は
や
て
）

　

八
月
の
「
林
業
経
営
の
基
礎
」
と
い
う

授
業
で
は
、
い
わ
き
市
森
林
組
合
と
平
木

材
市
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
特
に
平
木
材

市
場
で
は
、
初
め
て
木
材
の
競
り
を
見
学

し
、
具
体
的
な
値
段
の

付
け
方
ま
で
教
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

大
き
な
学
び
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
通

し
て
、
伐
り
だ
し
た
木

材
が
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
流
通
し
て
い
く
の

か
を
具
体
的
に
理
解
で

き
、
林
業
の
現
場
で
働

く
自
分
の
姿
を
よ
り
鮮
明
に
思
い
描
く
こ

と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
月
で
入
講
か
ら
五
か
月
が
経

ち
、
林
業
の
ど
の
分
野
に
進
み
た
い
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
性
が
少
し
ず
つ
明

確
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
未
熟

で
、
講
義
の
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
信
頼
で
き
る
同

期
と
共
に
学
び
合
い
、
切
磋
琢
磨
で
き
る

環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
確
か
な
成
長

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
昼
休
み
や
放
課
後

に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
自
主
練
習
に
励
む
同

期
の
姿
を
見
て
、
私
自
身
も
努
力
を
惜
し

ま
ず
技
術
を
高
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

一
層
強
ま
り
ま
し
た
。

　

あ
と
半
年
余
り
で
ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業

し
、
実
際
の
現
場
に
出
る
こ
と
に
は
不
安

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
不
安
こ
そ

が
努
力
を
重
ね
る
原
動
力
に
な
る
と
考

え
、
残
さ
れ
た
日
々
を
大
切
に
し
な
が
ら

力
を
蓄
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

木材市場の競り

就職ガイダンス
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普及指導員通信

福島県会津農林事務所森林林業部　林業普及指導員　東　村　真太郎
林業普及指導員　福　山　文　子

「雪起こし」の施業支援

１　はじめに
　会津地方は積雪が多く植栽木に根曲がりが発生するため、適切な時期に雪起こしを実施してきましたが、
近年は人工造林面積の減少等のため、平成17年度に県内で約550haの実績があったところ、平成30年度は
3.49ha、令和元年度及び２年度が実績ゼロ、令和３年度が僅か0.15haで令和４年度以降は実績がないとい
う状況です。
　こうした中、これまでも自力で雪起こしを実施してきた㈲六和林業から、令和７年２月の大雪で根曲がり
等の被害が数多く発生したことから、補助事業の活用について相談がありましたので、支援しました。

２　被害状況及び原因の推察
　通常、雪起こしといえば斜面に植栽さ
れた２～３齢級のスギの根曲がりを補正
する作業をイメージしますが、今回相談
があった個所は、猪苗代町及び磐梯町の
比較的平坦な地形で、ほとんどが１齢級
のカラマツでした。被害の状況は、根曲
がりのほか、幹の途中から曲がる “幹曲
がり”（便宜上の造語）が発生していま
した。
　なお、幹曲がりが同じ方向を向いていたことから、一定量積もった雪が低温で固まった後、表面に出てい
る頭頂部が猪苗代町特有の冬期の強風で揺すられたり、その後の更なる積雪で曲がったまま固定されたため、
幹曲がりが発生したと推察されます。

３　補助要件
　雪起こしは国の例規では８齢級まで対象となっていますが、県の実行方針で１齢級は申請者から事前協議
することと定められていることから、協議内容や添付写真について作成支援を行い、本庁から施業を認めて
いただきました。

４　支援の内容
　・令和７年４月下旬　㈲六和林業より雪起こしの相談あり。
　・令和７年５月12日　雪起こし実施個所現地確認及び補助事業活用に関する支援
　・令和７年５月30日　雪起こしをⅠ齢級で実施する旨の事前協議文の作成支援
　・令和７年７月２日、11日、31日　雪起こし実施個所造林竣工検査（事前実施）

５　補助事業の活用に当たって考慮した点
　雪起こしは標準単価に実施率を乗じて補助金を計算するので、検査時は標準地を設定して雪起こしを行っ
た本数を計測する必要がありますが、１齢級の場合、雪起こし後に下刈も実施することが多く、意図せず縄
が切れる可能性があるので、申請期限を待たずに事前に現地確認を行いました。
　なお、幼齢林のため幹に柔軟性があり、曲がっただけで折れていないので、春先に雪起こしを施せば成長
期に通直に戻りますので、下刈期に縄が切れたとしても施業効果に大きな問題はありません。

５　今後の取組
　令和７年度の実績は、造林補助事業第２期申請の時点で19.05haになりました。
　幼齢林は太い縄は使いづらいため細い縄を使用し、また下刈と併用することがあるので、どうしても縄が
切れやすくなります。被害率にもよりますが、幼齢林のうちは毎年度雪起こしが必要になる箇所もあるので、
植栽木の健全な成長のため、次年度以降も支援を継続していきます。

幹曲がりの状況 雪起こしの作業状況
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西
根
川
上
流
地
区
の

治
山
事
業
に
つ
い
て

森林管理署メモ
　

会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
の
管
内

は
日
本
海
に
注
ぐ
阿
賀
野
川
水
系
の
只
見

川
流
域
内
に
あ
り
、
支
川
の
一
つ
で
あ
る

西
根
川
の
上
流
域
に
は
国
有
林
が
広
が

り
、
源
流
部
は
太
平
洋
と
日
本
海
の
分
水

嶺
で
あ
る
帝
釈
山
脈
の
帝
釈
山
か
ら
田
代

山
を
結
ぶ
稜
線
北
側
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
田
代
山
山
頂
部
は
プ
リ
ン
に
例
え
ら

れ
る
台
地
上
に
田
代
山
湿
原
と
呼
ば
れ
る

高
層
湿
原
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
特
異
な
景

観
と
自
然
環
境
か
ら
平
成
十
九
年
に
誕
生

し
た
尾
瀬
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
直
下
で
発
生
し
た
山
腹
崩
壊
の

復
旧
へ
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま

す
。

⃝

昭
和
時
代

　

田
代
山
湿
原
を
水
源
と
す
る
西
根
川
支

流
細
木
沢
に
は
大
崩
壊
地
が
存
在
し
、
昭

和
三
二
年
撮
影
の
空
中
写
真
で
は
約
六
・

八
㌶
の
崩
壊
地
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

昭
和
三
七
年
以
降
に
山
口
営
林
署

（
現
：
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
）

は
稜
線
付
近
を
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
、

隣
接
す
る
下
流
域
を
水
源
か
ん
養
保
安
林

に
指
定
し
、
災
害
の
防
備
と
洪
水
の
緩
和

等
公
益
的
機
能
を
発
揮
す
る
森
林
施
業
が

目
標
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
三
八
年
度
か
ら
西
根
川
本

流
へ
の
治
山
ダ
ム
の
設
置
が
始
ま
り
、
平

成
元
年
度
ま
で
に
本
支
流
合
わ
せ
て
十
二

基
の
治
山
ダ
ム
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

⃝

平
成
時
代

　

平
成
に
入
り
、
度
重
な
る
台
風
等
の
降

雨
に
よ
り
、
田
代
山
直
下
の
大
崩
壊
地
が

拡
大
し
て
平
成
十
一
年
度
か
ら
治
山
事
業

を
再
開
し
、
大
崩
壊
地
等
に
緑
化
資
材
を

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
散
布
す
る
航
空

実
播
工
に
つ
い
て
も
着
手
し
ま
し
た
。

　

平
成
の
時
代
に
は
、
治
山
ダ
ム
五
基
を

設
置
し
、
航
空
実
播
工
約
一
二
㌶
を
実
施

し
た
結
果
、
大
崩
壊
地
に
つ
い
て
平
成
十

年
代
に
は
約
八
㌶
を
超
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
平
成
二
〇
年
代
は
約
四
㌶
程
度
に
縮

小
し
ま
し
た
。

⃝

令
和
時
代

　

平
成
三
〇
年
、
令
和
元
年
の
台
風
に
よ

り
再
び
田
代
山
直
下
の
大
崩
壊
地
が
約
八

㌶
程
度
に
拡
大
し
、
大
量
の
土
砂
が
下
流

域
に
流
出
し
、
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し

た
。

　

当
支
署
で
は
対
策
工
を
検
討
し
令
和
二

年
度
に
全
体
計
画
を
策
定
、
令
和
七
年
度

ま
で
に
既
設
治
山
ダ
ム
の
嵩
上
げ
二
基
の

設
置
と
現
地
の
土
砂
を
中
詰
材
料
と
し
て

使
用
す
る
治
山
ダ
ム
一
基
の
設
置
が
完
了

す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
拡
大
し
た
大

崩
壊
地
の
対
策
工
と
し
て
、
尾
瀬
国
立
公

園
内
の
生
態
系
保
全
を
考
慮
し
た
浸
食
防

止
資
材
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
散
布

す
る
航
空
実
播
工
を
約
七
㌶
実
施
す
る
見

込
み
で
す
。

⃝

今
後
に
つ
い
て

　

令
和
二
年
度
の
全
体
計
画
策
定
か
ら
五

年
が
経
過
し
、
そ
の
後
の
現
地
状
況
の
変

化
や
事
業
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
全
体

計
画
を
令
和
七
年
度
に
見
直
し
、
渓
間
工

十
基
、
山
腹
工
七
・
〇
五
㌶
の
事
業
内
容

で
令
和
二
一
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
と
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
実
施
し
た
事
業
の
経
過
を
観
察

し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と

も
に
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
た

め
、
福
島
県
、
南
会
津
町
及
び
環
境
省
等

の
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
引
き
続
き

西
根
川
上
流
地
区
の
治
山
事
業
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

田代山直下の大崩壊地（令和７年７月撮影）

昭和32年撮影空中写真

令和７年度完成予定の治山ダム（点線は施工予定）

浸食防止資材を運搬中のヘリコプター

会津森林管理署
南会津支署
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い
く
必
要
が
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
街

を
第
二
の
森
林
に
す
る
取
組
と
し
て
、
中

高
層
建
築
物
の
木
造
化
を
進
め
る
た
め
の

調
査
研
究
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
、
低

層
の
小
規
模
建
築
物
で
地
域
の
工
務
店
で

建
築
が
出
来
る
も
の
に
つ
い
て
も
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
築
物

で
も
内
装
で
木
材
を
使
っ
た
場
合
の
木
質

化
の
効
果
や
川
上
か
ら
川
中
、
川
下
の
連

携
等
様
々
な
事
例
も
紹
介
し
て
い
る
。
各

資
料
は
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ウ
ッ

ド
・
チ
ェ
ン
ジ
協
議
会
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
出
来
る
の
で
活
用
頂
き
た
い
。

　

木
材
利
用
を
考
え
る
時
に
原
木
は
大
き

く
一
般
材
と
原
料
材
に
分
け
ら
れ
る
が
、
現

在
は
柱
等
の
製
材
向
け
一
般
材
の
価
格
が

下
が
る
一
方
で
、
Ｃ
材
は
紙
や
燃
料
だ
け
で

な
く
Ｃ
Ｎ
Ｆ
や
改
質
リ
グ
ニ
ン
等
の
新
用

途
が
開
発
さ
れ
、
Ｂ
材
に
つ
い
て
も
合
板
や

集
成
材
等
で
の
利
用
が
拡
大
し
て
い
る
が
、

や
は
り
一
般
材
に
つ
い
て
も
、
山
で
林
業
を

経
営
す
る
方
が
納
得
で
き
る
価
格
で
、
林

業
従
事
者
の
所
得
確
保
や
山
村
経
済
に
貢

献
す
る
た
め
に
は
、
主
た
る
Ａ
材
や
役
物

（
Ｓ
材
）
で
値

段
を
出
し
て
行

く
必
要
が
あ

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
よ
う
な
フ

ワ
ッ
と
し
た
概

念
的
も
の
で
は

な
く
本
流
化
す

る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
で

の
共
感
で
終
わ

り
に
す
る
の
で

は
な
く
、
本
流

と
し
て
木
材
を

利
用
す
る
行
動

に
繋
げ
る
こ
と

が
重
要
で
あ

る
。

団体のページ

木連だより

福島県木材協同組合連合会

『
い
わ
き
林
政
報
告
会

�
　
～
納
涼
三
題
～
』

　

去
る
八
月
二
二
日
、い
わ
き
市
内
郷
「
ク

レ
ー
ル
コ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
磐
城
流
域

い
わ
き
地
区
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
福

島
県
浜
通
り
木
材
同
友
会
主
催
に
よ
る
合

同
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
林
野
庁
木
材
産
業
課
長
、
中
部

森
林
管
理
局
長
、
東
北
森
林
管
理
局
長
な

ど
を
歴
任
し
、
現
在
、
公
益
財
団
法
人
日

本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の

宮
澤
俊
輔
様
で
す
。
宮
澤
様
に
は
林
業
・

木
材
産
業
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
三
つ
に
分

け
、
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
今
後
の
進
む

べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

１　

杉
と
日
本
人

　

我
々
と
大
き
な
関
わ
り
の
あ
る
木
材
を

歴
史
か
ら
見
て
み
る
と
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

は
船
、
マ
キ
は
棺
な
ど
神
話
の
時
代
か
ら

森
林
を
活
用
し
て
き
た
。
万
葉
集
に
は
既

に
ス
ギ
の
植
林
の
話
が
出
て
お
り
、
そ
の

後
、
長
い
歴
史
の
中
で
日
本
人
は
ス
ギ
と

関
わ
っ
て
き
た
。
東
北
森
林
管
理
局
長
時

代
に
各
種
文
献
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
紹
介
す
る
。

　

日
本
列
島
が
今
の
形
に
な
っ
た
の
が
約

二
〇
〇
万
年
前
と
言
わ
れ
て
お
り
、
活
発

な
火
山
活
動
に
よ
り
大
陸
か
ら
離
れ
、
日

本
人
が
住
み
着
い
た
の
は
約
三
万
年
前

で
、
森
林
総
合
研
究
所
が
縄
文
時
代
の
能

代
の
土
壌
を
調
べ
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

地
表
か
ら
一
五
㍍
下
か
ら
一
万
年
前
に
は

ス
ギ
の
花
粉
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
利
用

面
で
は
同
じ
日
本
海
側
の
京
都
府
の
舞
鶴

や
福
井
県
の
若
狭
で
紀
元
前
三
三
五
〇
年

前
に
は
ス
ギ
の
丸
木
舟
の
記
述
が
あ
る
。

奈
良
時
代
に
な
る
と
秋
田
で
は
井
戸
筒
に

ス
ギ
を
使
っ
た
記
録
が
あ
り
生
活
の
一
部

に
ス
ギ
が
使
わ
れ
て
い
た
。
平
安
時
代
に

は
建
築
物
に
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
が
、
室
町
時
代
に
京
都
の
南
禅
寺
に
秋

田
か
ら
ス
ギ
の
材
料
を
運
ん
だ
記
録
が
あ

る
。
そ
の
後
秀
吉
の
時
代
に
な
る
と
築
城

や
朝
鮮
出
兵
の
船
用
に
秋
田
ス
ギ
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
入
る
と

秋
田
ス
ギ
は
幕
府
か
ら
供
給
さ
せ
ら
れ
、

江
戸
の
大
火
が
起
こ
る
度
に
大
量
の
秋
田

ス
ギ
が
建
築
材
と
し
て
利
用
さ
れ
、
秋
田

の
ス
ギ
林
は
疲
弊
し
荒
廃
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。
そ
の
後
藩
主
に
よ
る
林
政
改
革

を
経
て
日
本
三
大
美
林
の
ひ
と
つ
と
な
る

が
、
戦
後
、
秋
田
天
然
ス
ギ
は
枯
渇
に
向

か
い
、
国
有
林
で
は
高
齢
級
ス
ギ
人
工
林

を
天
然
秋
田
ス
ギ
の
代
替
材
と
し
て
供
給

体
制
を
整
え
て
き
た
。
時
代
の
変
遷
を
経

て
ス
ギ
も
栄
枯
盛
衰
を
繰
り
返
し
今
が
あ

る
わ
け
だ
が
、
日
本
人
は
ス
ギ
と
と
も
に

文
化
文
明
を
築
い
て
き
た
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

２　

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法

　

今
年
の
四
月
に
本
格
施
行
さ
れ
、
簡
単

に
言
う
と
合
法
な
木
材
だ
け
を
流
通
さ
せ

ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
の
趣
旨
。
Ｅ
Ｕ
を
中
心
に
海
外
で
は
違

法
伐
採
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
り
自
然
破
壊

に
つ
な
が
る
木
は
使
っ
て
は
い
け
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
見
る
と
生
ぬ

る
い
と
言
わ
れ
る
が
、
国
内
業
界
か
ら
す

る
と
こ
の
取
組
は
大
変
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
。

　

実
際
に
行
う
べ
き
こ
と
は
、
原
木
市
場

等
の
日
本
の
木
材
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
初
め
て

丸
太
あ
る
い
は
輸
入
木
材
を
運
び
入
れ
る

事
業
者
は
、
樹
種
や
伐
採
地
域
、
合
法
性

の
証
明
等
の
原
材
料
情
報
を
問
わ
れ
た
際

に
情
報
提
供
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
。
さ

ら
に
原
木
市
場
で
初
め
て
木
材
を
受
け
入

れ
る
事
業
者
は
第
一
種
木
材
関
連
事
業
者

と
し
て
原
材
料
情
報
を
確
認
・
記
録
し
、

丸
太
を
製
材
加
工
す
る
工
場
等
に
情
報
を

伝
達
す
る
義
務
が
あ
り
、
義
務
に
反
す
る

と
罰
則
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
木
材
が
合
法
性
が
確
認
さ
れ
た

木
材
だ
け
が
流
通
し
、
合
法
木
材
し
か
使

わ
な
い
と
い
っ
た
社
会
づ
く
り
に
向
け
頑

張
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
日
本

住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
は
林
野
庁
と

国
土
交
通
省
の
共
管
団
体
と
な
っ
て
お

り
、
ゼ
ネ
コ
ン
や
設
計
事
業
者
の
方
と
の

付
き
合
い
が
多
く
話
を
す
る
と
、
ゼ
ネ
コ

ン
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
は
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
上
、
第
二
種
木
材
関
連
事
業
者
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
原
材
料
情
報
の
受
取
・
保

存
等
は
努
力
義
務
で
は
あ
る
が
、
当
然
求

め
て
い
く
と
し
て
お
り
、
木
材
事
業
者
は

し
っ
か
り
と
こ
れ
に
応
え
て
行
か
な
く
て

は
い
け
な
い
。

３　

木
造
・
木
質
化

　

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

森
林
整
備
、
木
材
利
用
、
木
造
建
築
に
よ

る
カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
ク
を
全
体
で
進
め
て

講演会会場 宮澤住木センター理事長
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木
と
人
の
暮
ら
し
を
紡
ぐ 

～
古
き
良
き
も
の
を
未
来
へ
～

�

（
ク
ラ
ニ
ス
ム
）

木
の
文
化
を
育
む
�

郡
山
女
子
大
学　

生
活
科
学
科　

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻　

准
教
授　

阿　

部　

恵
利
子

○
は
じ
め
に

　

木
の
温
も
り
を
生
か
し
た
家
具
づ
く
り

や
建
物
の
修
繕
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、

単
に
古
い
も
の
を
新
し
く
す
る
作
業
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
土
地
に
息
づ
く

歴
史
や
人
々
の
記
憶
を
尊
重
し
な
が
ら
、

古
き
良
き
も
の
を
現
代
の
暮
ら
し
に
蘇
ら

せ
る
営
み
が
あ
り
ま
す
。
家
具
は
日
常
に

寄
り
添
い
、
建
物
の
再
生
は
地
域
の
文
化

を
未
来
へ
と
繋
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

暮
ら
し
に
調
和
す
る
素
材
と
し
て
の
特
性

や
、
使
う
ほ
ど
に
味
わ
い
を
増
す
木
の
魅

力
は
人
々
の
日
常
を
支
え
、
文
化
と
し
て

未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

○
ク
ラ
ニ
ス
ム

　

一
級
建
築
士
事
務
所
ク
ラ
ニ
ス
ム
（
須

賀
川
市
）
代
表
の
安
藤
友
美
さ
ん
は
、
夫

の
英
寿
さ
ん
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
建

物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
手
掛
け
て
い
ま

す
。
建
物
を
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
人
々
が
集
い
、
文
化
を
共
有
す
る
場

へ
と
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

英
寿
さ
ん
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
の
製
作

や
中
古
家
具
の
修
理
、
端
材
を
活
用
し
た

木
製
食
器
や
カ
ト
ラ
リ
ー
な
ど
、
木
工
の

仕
事
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。
木
の
質
感
や

手
ざ
わ
り
を
大
切
に
し
た
生
活
の
道
具

は
、
大
量
生
産
の
製
品
と
は
異
な
り
、
英

寿
さ
ん
の
手
掛
け
た
家
具
や
道
具
は
使
い

込
む
ほ
ど
に
暮
ら
し
に
馴
染
み
、
年
月
と

と
も
に
色
や
質
感
の
味
わ
い
が
深
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
家
具
を
直
し
て

大
切
に
使
い
継
ご
う
と
す
る
人
々
の
想
い

も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

屋
号
「
ク
ラ
ニ
ス
ム
」
は
、
結
婚
を
機

に
英
寿
さ
ん
の
実
家
の
米
蔵
を
改
修
し
て

住
み
始
め
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
効
率

や
大
量
生
産
が
優
先
さ
れ
が
ち
な
現
代
に

お
い
て
、
木
を
介
し
た
「
手
の
仕
事
」
を

大
切
に
す
る
姿
勢
は
、
木
の
文
化
を
今
に

生
か
し
、
未
来
へ
と
紡
ぐ
営
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
古
い
も
の
を
直
し
て
生
か
す
喜
び

　

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
福
島
を

離
れ
、
大
阪
の
長
屋
へ
移
り
住
ん
だ
安
藤

夫
妻
は
、
十
二
年
ぶ
り
に
福
島
へ
帰
郷

し
、
現
在
は
福
島
と
大
阪
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
震
災
直
後
、
大
阪
へ
移
住

し
た
際
は
、
二
軒
続
き
の
昭
和
初
期
の
長

屋
を
自
分
た
ち
の
手
で
改
修
し
、
住
ま
い

と
工
房
を
兼
ね
備
え
た
空
間
を
創
り
上
げ

ま
し
た
。

　
「
古
い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

け
ば
や
が
て
朽
ち
て
い
き
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
手
間
を
か
け
て
直
し
、
再
び
暮
ら
し

に
生
か
す
こ
と
に
は
大
き
な
喜
び
と
愉
し

さ
が
あ
り
ま
す
」
と
友
美
さ
ん
。
そ
の
実

感
が
安
藤
夫
妻
の
活
動
を
支
え
る
原
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
木
を
生
か
し
た
暮
ら
し
と
場
の
再
生

　

安
藤
夫
妻
は
「
オ
ー
プ
ン
ナ
ガ
ヤ
大

阪
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、
自
ら
改

修
し
た
長
屋
を
公
開
し
な
が
ら
、
そ
の
魅

力
や
活
用
の
可
能
性
を
多
く
の
人
に
伝
え

て
き
ま
し
た
。
築
年
を
重
ね
た
建
物
を
保

存
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
が
集
い
暮
ら
す

舞
台
へ
と
生
か
す
実
践
は
、
古
い
も
の
に

新
し
い
価
値
を
与
え
る
文
化
的
な
取
り
組

み
で
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
住
ま
い
手

や
建
築
家
、
学
生
、
地
域
住
民
が
交
わ
る

場
を
生
み
、
建
築
と
暮
ら
し
の
あ
り
方
を

考
え
る
拠
点
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

経
験
は
福
島
で
も
生
か
さ
れ
、
須
賀
川
市

の
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
に
て
「
ど
ま
ん
な
か

食
堂
」
を
月
に
三
回
ほ
ど
営
業
し
て
い
ま

す
。
大
阪
で
の
長
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同

じ
よ
う
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰

も
が
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
づ
く
り
を
通
じ

て
、
人
々
が
食
を
囲
み
、
安
心
や
温
も
り

を
分
か
ち
合
う
場
を
育
ん
で
い
ま
す
。
食

を
通
じ
た
交
流
は
、
地
域
の
文
化
を
支
え

る
営
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
地
域
に
根
ざ
し
た
素
材
を
生
か
す

　

友
美
さ
ん
は
会
津
木
綿
を
用
い
た
日
用

品
の
製
作
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
素

朴
で
丈
夫
な
会
津
木
綿
の
風
合
い
を
生
か

し
た
品
々
は
、
生
活
に
彩
り
を
添
え
る
と

同
時
に
地
域
の
文
化
を
身
近
に
伝
え
て
い

ま
す
。
木
の
道
具
と
同
じ
よ
う
に
、
使
う

人
の
暮
ら
し
に
馴
染
み
、
長
く
愛
さ
れ
る

布
製
品
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
ま
と
め

　

建
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
家
具
づ
く

り
、
会
津
木
綿
の
小
物
制
作
な
ど
、
ク
ラ

ニ
ス
ム
の
活
動
は
地
域
文
化
を
未
来
へ
受

け
継
ぐ
営
み
で
す
。
古
い
も
の
を
直
し
て

暮
ら
し
に
生
か
す
愉
し
み
や
喜
び
は
、
日

常
を
支
え
、
地
域
の
文
化
を
次
世
代
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

お酒ものめる大衆食堂「食堂どまんなか」にて
笑顔の安藤夫妻
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考
え
て
い
た
矢
先
、
他
の
林
業
事
業
体
の

方
が
使
っ
て
い
た
拡
声
器
が
目
に
留
ま
り

ま
し
た
。
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
ク
ソ
デ
カ
い

サ
イ
レ
ン
音
が
鳴
ら
せ
る
代
物
で
す
。
そ

れ
を
聞
い
た
瞬
間
、「
こ
れ
だ
！
」
と
直

感
し
ま
し
た
。
人
の
声
よ
り
も
は
る
か
に

大
き
く
、
遠
く
ま
で
届
く
音
で
あ
れ
ば
、

ク
マ
も
警
戒
す
る
は
ず
で
す
。

　

ど
素
人
の
自
分
な
り
に
考
え
た
結
果
、

こ
れ
か
ら
の
山
仕
事
に
は
鈴
に
加
え
て
、

こ
う
し
た
拡
声
器
の
よ
う
な
〝
圧
倒
的
に

う
る
さ
い
も
の
〟
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。
命
を
守
る
た
め
に
も
、
備
え
は
万
全

に
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情

報
が
増
え
続
け
て
お
り
、
も
は
や
毎
日
の

よ
う
に
「
ま
た
ク
マ
が
出
た
」
と
い
う
話

を
耳
に
し
ま
す
。
以
前
は
そ
れ
を
ど
こ
か

他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

林
業
の
仕
事
に
就
き
、
県
北
農
林
事
務
所

に
配
属
さ
れ
て
か
ら
は
話
が
変
わ
り
ま
し

た
。
山
に
入
る
機
会
が
増
え
た
今
、
ク
マ

と
鉢
合
わ
せ
し
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
、
目
撃
情
報
を
見
る
た
び
に

真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
ク
マ
避
け

グ
ッ
ズ
は
ク
マ
鈴
だ
け
で
す
。
先
日
も
山

に
入
る
際
、
い
つ
も
の
よ
う
に
腰
に
鈴
を

付
け
て
歩
き
ま
し
た
が
、
歩
く
だ
け
で
鳴

る
そ
の
音
が
果
た
し
て
本
当
に
効
果
あ
る

の
か
、
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
に

も
音
が
小
さ
く
、
こ
れ
で
ク
マ
が
気
づ
い

て
逃
げ
て
く
れ
る
と
は
到
底
思
え
ず
、
仕

方
な
く
鈴
を
ブ
ン
ブ
ン
振
り
な
が
ら
歩
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
音
量
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
人
里
に
ま
で
下
り
て

く
る
よ
う
な
ク
マ
が
、
そ
ん
な
鈴
の
音
程

度
で
逃
げ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。「
も
っ

と
効
果
の
あ
る
も
の
は
な
い
の
か
？
」
と

持
つ
べ
き
ク
マ
除
け
グ
ッ
ズ吉　

野　

琴　

路

福
島
県
県
北
農
林
事
務
所

令和７年10月１日
福島県森林組合連合会 （単位：㎥当り千円）

県森連いわき共販における木材市況（９月分）

素　　　　　材

樹　種 長　級
（ｍ）

径　級
（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

ス　ギ

4.00
９下 12.0 11.5

10～13 14.0 13.5
24上 13.5 12.0

3.65
16上
24上 11.0 10.3

3.00

９下 11.5  9.5
10～13 10.5 10.3
14～16 10.8  9.3
18～20 13.5 11.8
22上 13.9 12.5

6.00 16～20 14.1 13.3
2.00 16上  7.5  6.0

ヒノキ
4.00

10～13  9.0  8.8
14～16 18.1 17.0
18～20 18.1 17.0
22上 15.0 14.0

3.00 16～20 16.1 13.5

アカマツ

4.80 18～22

4.00
18～22 10.5 10.0
24上 10.5 10.0

3.00
16～22 10.5 10.0
24上 10.5 10.0

素　　　　　材

樹　種 長　級
（ｍ）

径　級
（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

カラマツ 4.00
12下

13～14
16上

ク　リ
4.00 16上 14.0 13.0
3.00 16上 13.0 12.0

モ　ミ 4.00 20上

市況概要と市況展望 10月の共販日

　販売量は3,314㎥（前年同月比90％）でした。
　前月同様、スギ３ｍ柱材、中目材とも引き合いあ
り、売れ行きも好調でした。スギ4.00ｍ材も同様で
す。先行きこの状況が続く事に期待したいです。
　スギ３ｍ、４ｍ小径材は入荷がかなり少ない状
況です。造材方よろしくお願い致します。

７日㈫

17日㈮

27日㈪

行　事　と　お　知　ら　せ

17日㈮　第28回良質材展示会　いわき木材流通センター

県森連の木材市況は、県森連のホームページでもご覧いただけます。

� 福島県森林組合連合会　木材市況 検索 　
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お知らせコーナー

編　

集

発　

行

発
行
人

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

飯

沼

隆

宏

陽
光
社
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

林業福島　令和７年10月１日発行

渡
り
鳥

　

日
本
で
夏
を
過
ご
し
た
サ
シ
バ
（
鷹
）
は
、
九
月
中
旬
か
ら
十
月
中
旬
に
か
け
て
、
伊

良
湖
岬
（
愛
知
県
）
付
近
に
集
ま
り
、
佐
多
岬
（
鹿
児
島
県
）
で
再
集
結
し
て
南
下
す
る
。

タ
カ
は
身
体
が
大
き
く
、
移
動
に
は
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
の
で
、
特
に
晴
れ
た

日
の
午
前
中
、
上
昇
気
流
を
使
い
高
度
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
滑
空
す
る
と
時
間
と
共
に

下
が
っ
て
く
る
の
で
、
ま
た
気
流
を
待
っ
て
高
度
を
あ
げ
、
条
件
が
よ
け
れ
ば
一
度
も
羽

ば
た
く
こ
と
な
く
省
エ
ネ
で
飛
行
が
で
き
る
そ
う
だ
。

　

一
方
で
、
十
月
中
旬
頃
、
ツ
ル
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
飛
来
す
る
。
出
水
市
（
鹿
児
島
）
に

は
、
十
二
月
に
か
け
て
約
一
万
羽
を
越
え
る
ツ
ル
が
集
合
し
、
日
本
一
の
ツ
ル
の
越
冬
地

と
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
小
型
の
鳥
た
ち
（
ム
シ
ク
イ
類
や
シ
ギ
、
チ
ド
リ
類
）
は
、
猛も
う
き
ん禽

類
を
避

け
る
た
め
、
夜
間
に
星
の
位
置
と
体
内
時
計
で
方
角
を
知
り
移
動
す
る
。
そ
し
て
、
驚
く

べ
き
こ
と
は
、
渡
り
鳥
の
「
半
球
睡
眠
」
だ
（
二
〇
一
六
年
英
科
学
誌
発
表
）。
片
方
の

脳
だ
け
を
覚
醒
さ
せ
て
飛
行
す
る
。
左
目
は
閉
じ
て
右
脳
を
休
ま
せ
、
右
目
は
閉
じ
て
左

脳
を
休
ま
せ
る
と
い
う
活
動
と
休
息
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
数
千
㌔
か
ら
数
万
㌔

を
飛
び
続
け
る
と
い
う
。

　

渡
り
鳥
の
飛
行
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
総
合
す
る
と
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
驚
嘆
し
か

な
い
。
餌
の
確
保
と
繁
殖
の
た
め
に
、
長
距
離
を
飛
び
続
け
る
こ
と
が
渡
り
鳥
の
使
命
な

ら
、
神
は
な
ん
と
い
う
本
能
と
習
性
を
授
け
た
の
だ
ろ
う
。

　

十
一
月
に
は
、
福
島
県
に
も
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
マ
ガ
モ
な
ど
冬
の
使
者
が
飛
来
す
る
。

飛
行
の
仕
組
み
を
少
し
で
も
知
っ
て
眺
め
る
と
、
今
ま
で
と
は
ま
た
違
っ
た
心
持
ち
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

十
月
第
二
土
曜
日
は
「
世
界
渡
り
鳥
の
日
」
で
あ
る
。�
一
四
九
話
（
都
）

　

十
月
と
五
月
の
第
二
土
曜
日
は
「
世
界
渡
り
鳥
の
日
」
で
あ
る
。
鳥
た
ち
の
渡
り
の
時
期
は
国
や
地
域

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
年
に
二
回
、
メ
イ
ン
の
日
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

「森に堂々と」
第21回ふくしま森林・林業写真コンクール
奨励賞
受賞者　柏舘　健さん（いわき市）
撮影場所：下郷町

第50回福島県林業祭を開催します第50回福島県林業祭を開催します
　今年度の福島県林業祭は、第50回という大きな節目を迎えることから、森林・林業の役割やその重要性、
仕事としての林業の魅力について、親子連れをはじめ幅広い世代の皆さまに、関心を持っていただける内容
となっています。
　伐木チャンピオンシップやトークセッションに加え、林業を体験できる多彩なイベントを楽しんでいただ
けますので、皆さまのご来場をお待ちしています。

日　　時　令和７年10月25日（土）９：30～15：30
会　　場　福島県林業研究センター
　　　　　（福島県郡山市安積町成田西島坂１）
入 場 料　無料
イベント　�チェーンソーアートショー、トークセッション、ツリークライミ

ング、ふくしま伐木チャンピオンシップ（チェーンソー競技大会）、
福島県きのこまつり、木工品・農産物販売、飲食ブース、森のオー
クション、県政PRコーナー、森林の仕事ミニガイダンス、体験
型スタンプラリー、森のコンサート、ティラノサウルスレース

詳細：https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/ringyosai/
お問い合わせ：県庁森林計画課　電話 024-521-7426　FAX 024-521-7543
主催：福島県林業祭実行委員会　協賛：（一財）福島県林業会館



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

たもちぃ そよりん
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1
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